
＃１ 当院でカフ型カテーテル（以下TCC）挿入術を行った外来患者は、定期的に外来受診での観察を実施
＃２ カテーテル管理の方法によっては、出口部感染と血流感染を減らすことができる
＃３ 当院外来管理患者に使用したマニュアルによって他院維持患者を指導し、感染率は減らせる可能性が

示唆されているので供覧する
≪ポイント≫

当院の管理方法にはカテーテルに付着するテープノリによる汚染に着目し管理してきた

はじめに

出口部写真

当院来院時、防水
テープが外れそう

出口部軽度発赤あり
軟膏処置施行

よく見て下さい
カテーテルに

テープのりがついてます

バイオパッチ®（クロルヘ
キシジン）にまけた状態で

す
痒がっていました

出口部軟膏処置時は

バイオパッチ®ではなく
チリガーゼを使用します

こちらもテープのり
ついてます

出口部赤いです
ゲンタシン軟膏
塗ります

この症例は経路変更
しました

現状報告

外来患者５５人 当院維持透析患者20人中（H22年9月～H28年9月までの総数）

出口部感染（８症例）

日付 氏名 透析施設 性別 年齢 透析歴 カテーテル使用歴 トラブル内容 処置内容 備考

H24.7.13 S・F 他院 女 65 4年 4年 発赤・排膿 カテーテル交換CRP1.9 WBC6900

H26.10.28 I・A 他院 女 61 40年 5か月 排膿・発赤・痒み カテーテル交換CRP0.1 WBC3900

H26.11.7 A・M 他院 男 47 28年 1か月 排膿・発赤 カテーテル抜去
CRP1.9 WBC5600
AVG再建

H26.11.27 O・Y 他院 女 71 27年 4年 疼痛・発赤 経路変更

H27.1.5 S・F 他院 女 68 7年 6年6か月 排膿 経路変更 CRP0.5 WBC6700

H28.1.6 I・A 他院 女 63 42年 1年8か月 発赤・浸出液 経路変更 CRP0.6 WBC3900

H28.3.18 I・S 当院 男 90 5年 1年2か月 発赤・痒み・浸出液 経路変更
CRP1.1 WBC7400
バイオパッチアレルギー 痒みで外的刺激あり

H28.5.28 O・M 他院 女 86 1年未満 1か月 排膿・発赤 経路変更 CRP0.5 WBC8500

血流感染（５症例）

日付 氏名 透析施設 性別 年齢 透析歴 カテーテル使用歴 トラブル内容 処置内容 備考

H26.5.9 O・Y 他院 女 71 27年 3年6か月 発赤・圧痛 カテーテル交換
CRP18.1 WBC9000
ザイボックスDIV施行もデータ悪化他院へ依頼

H26.10.2 N・H 他院 男 73 1年 1年 発熱 カテーテル交換
CRP20.27 WBC13700
他院で抜去後来院

H28.1.28 O・M 当院 男 74 1年 9か月 血液感染 カテーテル交換
CRP0.8 WBC12200
ペースメーカー使用中循環器よりカテ抜去依頼

H28.6.29 O・M 他院 女 86 1年未満 2か月 発熱・発赤・排膿 カテーテル交換
CRP2.6 WBC8500                                                            
他院へ依頼

H28.9.30 S・E 当院 女 27 1年 1か月 不明熱 カテーテル交換
CRP19.1 WBC7800                                                                 
他院で透析1か月施行直後発生 他院へ依頼
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当院の
カフ型カテーテル出口部処置方法



ドレッシングフィル
ムを外しクロルヘキ
シジングルコン酸塩
含有綿（サンプル①）に
てテープノリを取る
ように清拭する

カテーテル出口部
をクロルヘキシジ
ングルコンサン塩
（サンプル②③）にて
消毒する

滅菌鑷子を使用し
バイオパッチ

®

（サンプル④）を清潔
に装着する

カテーテルにドレ
ッシングフィルム
のテープノリが付
着しないように滅
菌ガーゼ
（サンプル⑤）で保護
する

ガーゼ（サンプル⑤）

でカテーテルを挟
むようにして覆う

カテーテルに直接つ
かないように、ドレ
ッシングフィルム
（サンプル⑥）を貼る

ドレシングフィル
ムの上にテープを
貼る

カテーテルのルート
部分をガーゼで包む
ガーゼ固定のテープ
は縦張りにし、フィ
ルムの上に貼ったテ
ープに固定する

基本はテープのりを残さないこと。
発赤時は早めに軟膏処置を行うことが外科的処置を減少させること
につながります。
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＊患者の皮膚状況に応じて保湿
ジェルクリーム（ピュアバリア®）
を薄く塗布してドレッシングフィ
ルムを貼る

処置方法

当院の
カフ型カテーテル出口部処置方法



当院の
カフ型カテーテル出口部処置方法

74歳女性 透析歴：14年2か月
カテーテル歴：5年7か月

当院維持透析
患者写真

59歳男性 透析歴：8年
在宅透析歴：1年8か月
カテーテル歴：1年10か月

54歳男性 透析歴：4年2か月
在宅透析歴：1年4か月
カテーテル歴：1年7か月

74歳男性 透析歴：1年6か月
カテーテル歴：1年6か月

66歳男性 透析歴：6年
在宅透析歴：1年
カテーテル歴：1年4か月

51歳男性 透析歴：6年
在宅透析歴：6か月
カテーテル歴：9か月

59歳女性 透析歴：5年1か月
在宅透析歴：7か月
カテーテル歴：9か月

27歳女性 透析歴：3年4か月
カテーテル歴：3か月
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